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栃
木
県
山
岳
連
盟
で

は
、
「
栃
木
百
名
山
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
発
行
し
て
、

十
一
年
が
経
と
う
と
し

て
い
る
。
途
中
で
一
度
部

分
改
訂
を
し
た
が
内
容

に
大
差
な
い
。
最
近
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
執
筆
し
た

当
事
者
と
一
緒
に
そ
の

山
に
登
り
、
そ
の
山
の
魅

力
を
語
り
合
い
、
楽
し
い

登
山
の
一
時
を
過
ご
そ

う
と
「
筆
者
と
登
る
栃
木

百
名
山
」
を
企
画
運
営
し

て
い
る
。
今
年
も
７
回
ほ

ど
の
計
画
が
あ
る
が
、
そ

の
中
の
第
三
回
目
が
日

留
賀
岳
で
あ
る
。
（
第
一

回
目
羽
賀
場
山
、
第
二
回

目
黒
檜
山
） 

 

黒
羽
山
の
会
で
は
、
名

誉
会
長
が
日
留
賀
岳
の

筆
者
で
あ
る
の
で
、
平
成
２
８
年
度
年
間
山
行
計
画
の
中
に
定
例
山
行
行

事
と
し
て
組
み
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
程
実
施
さ
れ
た
記
録
で
あ

る
。 

 

平
成
２
８
年
７
月
２
４
日

（
日
）
午
前
６
時
那
須
野
が

原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
駐
車

場
出
発
。
登
山
口
の
小
山
さ

ん
宅
午
前
８
時
１
０
分
の
開

会
式
で
始
ま
り
、
栃
岳
連
の

自
然
保
護
指
導
委
員
長
の
手

塚
氏
か
ら
本
日
の
役
員
が
紹

介
さ
れ
た
。
我
が
黒
羽
山
の

会
か
ら
、
藤
田
謙
三
執
筆
者
、

荒
木
・
辺
見
・
薄
井
・
大
金

の
５
名
が
同
行
役
を
務
め
る

事
と
な
っ
た
。 

 

間
も
な
く
登
山
口
を
出
発
。

１
班
薄
井
、
２
班
荒
木
、
３

班
辺
見
の
各
班
長
の
も
と
各
班
１
０
名
の
班
編
制
で
あ
る
。
大
金
遊
動
隊

が
殿
で
、
総
勢
３
８
名
で
あ
る
。
山
の
規
模
と
出
発
時
刻
を
考
え
る
と
、

全
員
無
事
登
頂
出
来
る
か
不
安
が
横
切
る
。 

 

１
班
か
ら
出
発
。
薄
暗
い
杉
林
の
確
り
し
た
登
山
道
に
入
り
、
さ
ら
に

道
が
Ｕ
字
型
に
な
っ
た
竹
林
に
入
っ
た
。
ミ
ズ
ナ
ラ
の
雑
木
林
に
な
る
と

小
尾
根
に
達
す
る
。
こ
こ
は
シ
ラ
ン
沢
へ
の
乗
越
で
あ
る
。
尾
根
の
高
度

を
上
げ
る
と
下
生
え
の
無
い
綺
麗
な
急
斜
面
だ
。
ミ
ズ
ナ
ラ
の
純
林
で
登

行
は
順
調
に
進
む
。
ヒ
ノ
キ
林
の
ジ
グ
ザ
グ
に
変
わ
り
更
に
尾
根
状
の
平

坦
地
に
出
る
。
こ
こ
は
東
電
の
送
電
線
鉄
塔
だ
。
一
旦
全
員
休
憩
。
こ
こ

か
ら
は
道
の
広
い
シ
ラ
ン
沢
林
道
で
ほ
ぼ
１
㎞
続
く
。
こ
こ
か
ら
手
山
Ｐ

１
０
３
６
ま
で
は
等
高
線
状
の
登
路
と
な
り
、
気
軽
に
歩
く
。
中
間
の
崩

 
           全員集合！          日留賀岳山頂にて 

 
            開会式      小山宅前 
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落
修
復
箇
所
か
ら
塩
那
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
方
面
の
稜
線
が
仰
が
れ

る
。
特
に
送
電
線
の
垂
れ
下
が
っ

た
様
子
と
鉄
塔
の
場
所
の
関
係

が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
だ
。
シ
ラ
ン
沢

林
道
の
終
点
、
手
山
の
広
場
で
水

飲
み
休
憩
。
手
山
の
上
遙
か
遠
く

に
日
留
賀
岳
が
覗
い
て
い
る
が
、

敢
え
て
黙
っ
て
い
る
。 

 

ナ
タ
ム
ロ
沢
乗
越
へ
の
ト
ラ

バ
ー
ス
に
掛
か
る
。
ミ
ズ
ナ
ラ
、

ク
マ
シ
デ
の
大
木
に
ホ
ウ
ノ
キ

の
白
い
花
が
混
じ
て
、
今
ま
で
の

林
道
歩
き
の
感
覚
と
違
っ
た
歩

行
が
始
ま
る
。
昔
は
比
津
羅
山
を

縦
走
す
る
登
山
路
で
あ
っ
た
が
、

今
は
こ
の
山
を
巻
い
て
し
ま
う
の
で
楽
に
歩
け
る
。
窪
み
の
カ
ー
ブ
に
掛

か
る
と
３
０
余
名
の
列
が

結
構
壮
観
で
あ
る
。
こ
の
辺

り
の
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
の
純

林
が
こ
の
山
の
特
色
で
あ

る
。
乗
越
の
最
低
鞍
部
か
ら

ナ
タ
ム
ロ
沢
に
向
か
っ
て

徐
々
に
高
度
を
上
げ
て
ゆ

け
ば
、
手
入
れ
の
き
届
か
な

い
カ
ラ
マ
ツ
の
林
と
な
る
。

ナ
タ
ム
ロ
沢
沿
い
に
登
り

に
な
る
が
、
カ
ラ
マ
ツ
の
林
が
途
切
れ
る
所
ま
で
は
、
ふ
く
べ
の
曽
根
の

方
向
に
ト
ラ
バ
ー
ス
と
な
る
。 

 

や
が
て
、
ふ
く
べ
の
曽
根
取
り
付
き
で
休
憩
。
飲
み
た
く
無
く
て
も
水

分
補
給
。
殿
の
大
金
氏
が
直
ぐ
近
く
に
顔
を
見
せ
る
。
予
め
の
弱
い
人
は

実
は
強
い
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

今
度
は
、
今
日
の
最
難
登
行
。
傾
斜
の
キ
ツ
イ
ふ
く
べ
の
曽
根
直
登
と

な
る
。
約
３
０
０
ｍ
の
標
高
差
は
、
諄
い
言
い
方
だ
が
、
昔
か
ら
の
言
い

伝
え
で
今
回
の
登
山
最
大
の
難
所
だ
。
ト
ッ
プ
交
代
を
頻
繁
に
繰
り
返
し

た
の
が
良
か
っ
た
の
か
、
前
述
の

疲
労
で
困
難
な
参
加
者
も
出
ず

に
、
ア
ス
ナ
ロ
の
森
に
入
る
。
ア

ス
ナ
ロ
の
木
は
、
檜
の
木
を
大
ざ

っ
ぱ
に
し
た
様
な
、
檜
葉
を
持
ち
、

独
特
の
裏
の
白
い
葉
と
赤
味
の

強
い
滑
ら
か
な
幹
が
特
徴
で
あ

る
。
穏
や
か
な
森
の
佇
ま
い
か
と

思
い
き
や
、
太
く
曲
が
り
く
ね
っ

た
大
き
な
木
の
根
、
ジ
グ
ザ
グ
の

段
差
歩
き
で
時
間
が
掛
か
り
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
。 

 

ア
ス
ナ
ロ
の
樹
林
が
、
ダ
ケ
カ

ン
バ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ

エ
デ
の
古
木
と
チ
シ
マ
サ
サ
に

変
わ
る
と
ア
ス
ナ
ロ
の
森
の
山

頂
で
あ
る
。
高
度
は
１
５
０
０
ｍ
を
越
え
た
。
時
計
は
１
２
時
に
近
い
。

日
留
賀
岳
の
山
岳
の
真
髄
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
参
加
者
の
姿

は
各
自
早
朝
食
事
の
た
め
、
疲
労
と
空
腹
が
見
ら
れ
る
よ
う
だ
。
二
の
鳥

 
      30 余名の登山は壮観です 

 
     これがアスナロ  

 

 
    ウダイカンバ 
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居
を
越
し
た
、
腹
ご
し
ら
え

と
疲
労
回
復
と
決
め
る
。
や

や
下
り
と
な
り
ス
ッ
カ
ン

沢
乗
越
の
適
当
な
広
場
で

昼
食
に
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
が
本
日
登
山

の
最
高
舞
台
に
掛
か
る
の

だ
。
塩
原
に
も
こ
ん
な
素
晴

ら
し
い
山
が
あ
る
こ
と
を

皆
に
実
感
し
て
欲
し
い
。
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
が
出
て
き
た
。
ヤ

マ
グ
ル
マ
が
出
て
き
た
。
斜
面
も
急
に
な
り
尾
根
が
太
く
な
っ
て
シ
ラ
ン

沢
側
は
チ
シ
マ
ザ
サ
の
密
集

に
な
っ
て
き
た
。
い
よ
い
よ
高

山
の
雰
囲
気
だ
。
海
抜
１
７
０

０
ｍ
を
超
え
る
と
森
林
限
界

の
雰
囲
気
。
今
日
は
こ
の
辺
り

か
ら
上
に
は
ガ
ス
が
纏
わ
り

付
い
て
時
々
視
界
を
遮
る
。
会

津
側
は
ガ
ス
の
隙
間
が
あ
る

の
に
、
栃
木
側
は
雲
の
中
の
感

じ
。
昼
を
食
べ
み
っ
ち
り
体
力

の
参
加
者
は
、
誰
一
人
弱
音
を

は
か
な
い
。
ト
ッ
プ
交
代
で
小

ま
め
な
休
憩
が
功
を
奏
し
た

の
か
、
登
行
が
ス
ム
ー
ス
に
捗

る
の
で
有
難
い
。 

 

日
留
賀
岳
南
の
肩
を
踏
ん
だ
。
ク
ロ
ベ
が
出
現
。
山
頂
近
し
。
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
・
ハ
ナ
ノ
キ
・
コ
メ
ツ
ツ
ジ
、
草
原
っ
ぽ
い
斜
面
に
は
ク
ル
マ
ユ
リ
・

ハ
ク
サ
ン
フ
ウ
ロ
・
ミ
ヤ
マ
コ
ゴ
メ
グ
サ
。
全
く
高
山
だ
。
程
な
く
最
高

点
、
日
留
賀
岳
に
到
達
。
三
角
点
に
全
員
タ
ッ
チ
。
午
後
２
時
丁
度
に
は
、

全
員
到
着
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
最
初
の
計
画
で
は
、
参
加
者
の
中

に
比
較
的
体
力
の
弱
い
人
が
い
る
と
の
情
報
で
あ
っ
た
の
で
、
担
当
役
員

も
そ
れ
な
り
の
準
備
を
し
て
い
た
が
、
徒
労
に
終
わ
っ
て
目
出
度
し
目
出

度
し
。
手
元
に
ガ
ス
が
去
来
し
天
候
の
不
安
は
あ
る
が
、
下
は
雲
も
無
く

雨
の
心
配
も
な
い
。
全
員
で
写
真
を
撮
り
、
御
影
石
の
祠
、
祠
の
周
り
で

山
頂
雰
囲
気
を
味
わ
う
。 

 

帰
り
は
、
全
員
登
頂
の
喜
び
が
有
頂
点
に
な
り
、
足
元
の
注
意
を
怠
り

く
れ
ぐ
れ
も
転
倒
の
無
き
よ
う
注
意
を
促
す
。
徒
労
感
も
余
り
な
く
、
ト

ッ
プ
交
代
を
繰
り
返
し
、
ふ
く
べ
の
曽
根
で
セ
グ
ロ
ス
ズ
メ
バ
チ
に
や
ら

れ
た
人
も
居
た
が
全
員
無
事
登
山
口
（
小
山
宅
）
に
帰
着
し
た
の
で
あ
る
。

上
り
５
時
間
、
下
り
４
時
間
。
ガ
イ
ド
タ
イ
ム
よ
り
か
な
り
オ
ー
バ
ー
し

た
が
、
全
員
さ
し
た
る
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
、
結
構
眺
め
も
あ
っ
た
り
し
て

良
か
っ
た
結
末
で
あ
っ
た
。 

 
     二の鳥居を通過 

 
         ガスが・・・・・ 

 
ミヤマカラマツ 

 
カニコウモリ 
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○ と き 平成２８年７月２４日（日） 

○ ところ 日留賀岳（△1,848.8ｍ）栃木百名山 

○ 参加者 黒羽山の会 藤田、薄井、荒木、辺見、大金 
    栃岳連自保委 手塚、奈良、佐藤 

    一般参加者  30 名 

○ コースタイム 

    登山口―鉄塔―手山―ふくべの曽根― 

    8:00～30 9:00 9:45   10:40 

    あすなろの森―シラン沢乗越（昼食） 

    11:00      12:00～30 

    日留賀岳山頂―登山口 

    14：00～30   18:00  
ツチアケビ 

 
 

  
  本日のスタッフの面々    筆者は旗の中央 


